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2.

1.

3.

4.

工 事 名 称

工 事 場 所

規 模 等 工 事 範 囲 表

建

物

概

要

屋
内
設
備

棟 名 称

工 種

建 築 面 積

延 べ 面 積

空気調和設備

暖 房 設 備

換 気 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

消 火 設 備

給 湯 設 備

ガ ス 設 備

空気調和設備

暖 房 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

Ⅱ．

工 事 概 要

一 般 特 記 事 項

1.

(2) 特記仕様書の適用方法

  1)　・印で始まる事項及び表中の・印の事項については○印を付した事項のみ適用する。

  2)　表中の各欄に、数字、文字、記号等を記入する事項については、記入してある事項のみ適用

　　　する。

　　　のものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

  3)　二重取消線又は×印で抹消した事項は全て適用しない。

  4)　特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取り扱いは、特記されたもの又は同等以上

Ⅲ．一 般 共 通 事 項

1. 実 施 工 程 表

総 則

　第１編 1. 2. 1）

　概成工期　令和 　 年 　 月 　 日（ 　 曜日）

2. 電 気 保 安

技 術 者 等

　第１編 1. 3. 2）

この現場に、下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

１．第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

２．１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

４．旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の検定に合格した者

５．公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者

６．第１種電気工事士の資格を有する者

７．２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

８．第２種電気工事士（旧電気工事士）の資格を有する者

３．高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、電気事業法の規定に基

づく、主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業

した者

９．短期大学もしくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電気工

学以外の工学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）に関する科目

を修めて卒業した者

　工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

電気保安技術者項 目 名

3. 施 工 条 件

　第１編 1. 3. 3）

4.

6.

　　　「公共改修仕様書」という。及び文部科学省機械設備工事標準仕様書（特記基準）

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

施 工 中 の

環 境 保 全 等

（公共改修仕様書

　第１編 1. 4. 1）

（公共改修仕様書

基づき指定された建設機械、かつ、特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律に基づく技術基

準に適合する建設機械又は「排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成3年10月8日建設省経機発第

249号）において基準値に適合する建設機械を使用するものとする。

5. 環 境 へ の 配 慮

　第１編 1. 4. 1）

（公共改修仕様書

機 材 の 検 査 に

機材の検査等・ 

伴 う 試 験

　第１編 1. 4. 6）

　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

機 材 名 検査 試験 備 考

（公共改修仕様書

　第１編 1. 4. 5）

（公共改修仕様書

技 能 士 　配管（配管工事）

　熱絶縁施工（保温工事）

　冷凍空気調和機器施工（ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和器の据付及び整備）

　建築板金（ダクト製作及び取付）7．

（公共改修仕様書

　第１編 1. 6. 2）

一 工 程 の 施 工

の確認及び報告

　下記の工事部分は施行の確認及び報告を監督職員に行う者とする。

工 事 部 分 確 認 ・ 報 告 事 項

（公共改修仕様書

　第１編 1. 6. 4）

8.

検 査 に 伴 う

施工の検査等・ 

試験・立会い等

下記の施工部分は、監督職員の検査・立会い・検査に伴う試験を受ける。

施 工 部 分 検査 立会 試験 備 考

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

　第１編 1. 6. 5）

　第１編 1. 6. 6）

（公共改修仕様書

　第１編 1. 6. 7）

　第１編 1. 6. 9）

（公共改修仕様書

技 術 検 査10.

（公共改修仕様書

　第１編 1. 7. 2）

9.

完 成 時 の 提 出

図 書

　工事完成時には、下記の完成図等を提出するものとする。

　　　完成図

　　　　〃

　　　施工図

　　　　〃

　　　　〃

※　　　〃

※　　機器完成図

※　　各種試験成績書

※　　諸手続き書類（写）

※　　保全指導書

　　　工事写真帳

名 称 体 裁 等 部 数

部　

部　

部　

　原図

　仮製本

　原図

　仮製本

　製本（黒表紙金文字製本）

　　　電子媒体　　　　　　　　紙媒体（ﾌｧｲﾙ綴じ）

　ＣＡＤデータ（　　要　　　不要）

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

貸与条件：貸与するＣＡＤデータは本工事における施工図または完成図の作成のため以外に使用し

　　　　　ないこと。

提出方法：ＣＡＤのデータ形式はＤＸＦないしＪＷＷとする。その他のデータはＰＤＦとする。

（公共改修仕様書

　第１編 1. 8. 2）

（公共改修仕様書

　第１編 1. 8. 3）

11.

保 全 に 関 す る

資 料 　下記に示す機器及びシステムについては、当該機器又はシステムを運用する職員に対しその機能

・操作の説明、保守点検の要領及び障害時の対策等を説明するものとする。

12.

（公共改修仕様書

　第１編 1. 8. 4）

足 場 ・ 　

仮設間仕切り

（公共改修仕様書

　第１編 2. 2. 1）

（公共改修仕様書

　第１編 2. 2. 3）

13.

14. 監 督 職 員

事 務 所

（公共改修仕様書

　第１編 2. 3. 1）

15. 養 生

（公共改修仕様書

　第１編第３章）

16. 撤 去

（公共改修仕様書

　第１編第４章）

17. 撤 去 跡 の 補 修

及 び 復 旧

（公共改修仕様書

　第１編 4. 2. 4）

発生材の処理等 　発生材の処理は、下記による。

(1) 引き渡しを要するもの

  1) 

  2) 

  3) 

(2) 特定監理産業廃棄物

引 き 渡 し 先

集 積 場 所

品 名

  1) 

  2) 

品 名

引 き 渡 し 先

  3) 

  4) 

集 積 場 所

処 理 方 法

（公共改修仕様書

　第１編第５章）

18.

(3) 現場において再利用するもの

  1) 

  2) 

品 名

引 き 渡 し 先

(4) 再資源化するもの

(5) 関係法令に従い適切に処理するもの

  1) 

  1) 

品 名

品 名

15. 工 事 の 区 分 建築工事、電気工事、機械工事、土木工事等の区分

建

築

工

事

電

気

工

事

機

械

工

事

土

木

工

事

　

別

途

　

備考

名 称 適 用

適 用

工 事 区 分

共 通 工 事

1. 総 合 調 整

（公共改修仕様書

　第２編 1. 3. 2） 　　風量調整

　　水量調整

　　室内外空気の温湿度の測定

　　室内気流及びじんあいの測定

　　騒音の測定

2. 配 管 工 事

2.1

2.2 施 工

2.3 再 生 を 行 う

場 合 の 留 意

事 項

（公共改修仕様書

2.4 埋 設 配 管

（公共改修仕様書

　第２編 2. 2.13）

　図中の埋設管には下記の表示を行う。

　　地中埋設標　　（　　標準図による（　　　製）　　　　　　　　）

　　埋設表示テープ（　　　　　　　　　　）

2.5 埋 設 深 さ

（公共改修仕様書

　第２編 2. 5. 2）

　地中埋設配管の深さは下記による。

3.

防 錆 工 事

保 温 ・ 塗 装 ・ 　

3.1 保 温 工 事

（公共改修仕様書

　第２編第3章第1節）

　保温仕様は下記によるものとし、下記以外のものは標準仕様書による。

保 温 仕 様

屋内

露出 露出

天井 床下 屋外

PS内

　口径38.1mm以下の冷媒管は、冷媒用被覆断熱鋼管を用いる場合は、保温材厚さは液管で10mm、

ガス管で20mmとする。ただし、液管に使用する口径 9.52mm以下の配管については、保温材厚さ

を 8mmとしてもよい。

3.2 塗 装 工 事

防 錆 工 事

（公共改修仕様書

　第２編 3. 2. 1）

（公共改修仕様書

　第２編 3. 2. 2）

　塗装箇所は下記による。塗装仕様及び防錆仕様は下記によるものとし、下記以外のものは標準

仕様書による。

4． はつり・穴開け

（公共改修仕様書

　第２編第４章）

5． イ ン サ ー ト

及 び ア ン カ ー

（公共改修仕様書

　第２編第５章）

6. 電 気 工 事

6.1 配 管 配 線

6.2 施 工

7． 関 連 工 事

7.1 土 工 事

（公共改修仕様書

　第２編第7章第1節）

　土工事は下記による。

 1) 埋め戻し土は下記による。

　　　根切り土

　　　根切り土及び搬入土

　　　搬入土

　搬入土は、　　　　　　　　　　とする。

 2) 不用土の処分は下記による。

　　　構内支持の場所に敷き均し

　　　構内指示の場所に積み上げ

　　　構外に搬出し適切処分

7.2 地 業 工 事

（公共改修仕様書

　第２編第7章第2節）

7.3 コ ン ク リ ー ト

工 事

（公共改修仕様書

　第２編第7章第3節）

7.4 左 官 工 事

（公共改修仕様書

　第２編第7章第4節）

　機械基礎等のコンクリート面の仕上げは下記による。

仕 上 げ

　　モルタル塗り

　　コンクリートこて仕上げ

備 考

7.5 鋼 材 工 事

（公共改修仕様書

　第２編第7章第5節）

Ⅳ．

　下記の項目について総合調整を行い測定表を提出する。

電 気 設 備

部　

３部　

２部　

２部　

２部　

２部　

２部　

２部　

ファイル形式：JWW

　　一般敷地（　　300mm以上）

　　車両道路（　　600mm以上）

(1) この工事の受注者は、独立行政法人国立青少年教育振興機構工事請負契約基準、現場説明書、

屋外

改修

屋
外
そ
の
他
設
備

重油タンク

5

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：国立青少年教育振興機構

　重油タンク更新に係る工事は全て本工事とする

　「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（平成9年7月31日建設省告示第1536号）に

　工事期間中、利用者等第３者には、十分注意を払うこと。

　消防署等への届出は、受注者が代理で行うこと。申請料等についても受注者の負担とする。

　タンク間の切替は現地管理者と打合せによる。利用者への影響を極力なくすよう努めること。

縮

尺

工事名称

図面名称

図面番号

N.S機械設備工事特記仕様書（１）

特-01

独 立 行 政 法 人 国 立 青 少 年 教 育 振 興 機 構

係
　
長

担
　
当

令和４年 ５月

国立吉備青少年自然の家　オイルタンク等改修工事 （株）アドバンコンサルタント

建築設備士第０７Ｆ２－７０１０Ｒ１号

井 　 上 　 　 誠

設計者

Rev
設
計
者

１．地下オイルタンク改修工事

２．油ポンプ機器更新工事

（平成31年度版）、文部科学省機械設備工事標準仕様書（特記基準）（平成31年度版）、公共建築

設備工事標準図（統一基準）（機械設備工事編）（平成31年度版）、文部科学省機械設備工事標準

図（特記基準）（平成31年度版）、及び工事写真撮影要領に基づき工事をを施工する。　　　　　　　

  5)　以下、公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（機械設備工事編）（平成31年度版）を

　　　（平成31年度版）を「文科仕様書」という。

生活関連棟 ロッジ

改修 改修

３．地下オイルタンクから油ポンプまでの配管、配管付属品更新工事

主
　
任

課
　
長

工 事 の 種 類

機械設備工事特記仕様書

完 成 期 限

構造・階数

国立吉備青少年自然の家　オイルタンク等改修工事

令和　４年１０月３１日　

岡山県加賀郡吉備中央町吉川4393－82



　　　図示による　　　　　下記による
空 気 調 和 設 備 工 事

1. 一 般 事 項  1）外気及び室内又は系統の設計温湿度条件は下記による。

室

名

等

外気条件及び室名

又 は 系 統 名

外 気 条 件

乾湿温度 相対湿度 乾湿温度 相対湿度

夏 期 冬 期

備 考

℃ ℃ ％％

 2）冷温水、蒸気等の設計供給条件は下記による。

系 統 名 等種 別 設 計 供 給 条 件 備 考

冷 水

温 水

高 温 水

蒸 気

　　　　 　℃～ 　　　　　℃

　　　　 　℃～ 　　　　　℃

　　　　 　℃～ 　　　　　℃

　　　　 　℃～ 　　　　　℃

　　　　 　℃～ 　　　　　℃

　　　　 　℃～ 　　　　　℃

MPa

MPa

MPa

2. 機 材

2.1 配 管 材 料 等 　　　図示による　　　　　下記による

用 途 配管種別 継手種別 施工場所、備考

   配管用炭素鋼鋼管

   配管用炭素鋼鋼管

   配管用炭素鋼鋼管

   圧力配管用炭素鋼

   （白）

   （白）

   （黒）

   鋼管（Sch 40）

   圧力配管用炭素鋼

   鋼管（STPG 370）

   配管用炭素鋼鋼管

   （黒）

   ステンレス鋼管

   圧力配管用炭素鋼

   鋼管（Sch 40）

   圧力配管用炭素鋼

   鋼管（STPG 370）

   配管用炭素鋼鋼管

   （黒）

   圧力配管用炭素鋼

   鋼管（黒Sch 40）

   一般配管用

   ステンレス鋼管

   配管用ステンレス

   鋼管（溶接管）

   配管用炭素鋼鋼管

   （白）

冷 温 水 管

冷 却 水 管

往管

還管

蒸気管

高 温 水 管

空 調 用 排 水 管

　高温水管の勾配は1/150～1/250で水抜き及び空気抜きが容易にできるように適切に取る。

2.2 弁 類 　　　図示による　　　　　下記による

用 途 種 別 施 工 場 所

2.1 ダ ク ト 及 び

ダ ク ト 付 属 品

（公共改修仕様書

　第3編第1章第2節）

 1）ダクト及びチャンバーの表示寸法は外形寸法を表す。

 2）ダクトの材質及び使用場所は下記によるものとし、下記以外は標準仕様書による。

   ステンレス鋼板製（SUS A）

   ステンレス鋼板製（SUS B）

   塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼板製（両面）

   グラスウール製

   硬質塩化ビニル製

   普通鋼板製

   ステンレス鋼板製

   塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼板製（両面）

   グラスウール製円形ダクト

   硬質ポリ塩化ビニル製（VU）

   フレキシブルダクト

   フレキシブルダクト（断熱材付）

ｽﾊﾟｲﾗﾙ

ﾀﾞｸﾄ

長

方

形

ダ

ク

ト

そ

の

他

使 用 箇 所材 質

 3）ダクトの付属品は、下記による。

2.4 ダクトの再利用

・ 撤 去 ・ 清 掃

（公共改修仕様書

　第３編2. 2. 8）

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

　第３編2. 2. 9）

　第３編2. 2.11）

2.5

(                )

3. 施 工

(                )

　機器を固定する場合の設計用水平震度は下記による。

設置場所

タンク以外の機器

特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階

屋上及び塔屋

中間階

１階及び

地下階

設置場所 特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階

屋上及び塔屋

中間階

１階及び

地下階

タ ン ク

（ ）内の数値は防振支持の機器の場合を示す。重要機器は下記による。

Ⅴ．

Ⅵ．

1. 機 材

1.1 　 配 管 配 線

　 　 そ の 他

1.2

（ ）

2. 施 工

（ ）

自 動 制 御 設 備 工 事

Ⅶ．給 排 水 衛 生 設 備 工 事

1. 一 般 事 項 　給排水工事の種類は、下記による。

給 水 設 備    市水

   その他（　）

給 湯 設 備    局所式

   屋内消火栓(　　号)

   二酸化炭素消火設備

   雑排水

   その他（　）

屋内排水設備

屋外排水設備

排 水 放 流 先

消 火 設 備

   その他（　）

   汚水、雑排水

   構内合併処理施設

   井水    再利用水

   中央式（給湯温度    ℃）

   屋外消火栓    スプリンクラー

   連結送水管設備    その他（　）

   汚水    実験排水

   実験排水    雨水

   公共下水道    その他（　）

給

水

設

備

2.

2.1

機 材

配 管 材 料 等 　　　図示による　　　　　下記による

用 途 配 管 種 別 継 手 種 別 施 工 場 所

一 般 配 管

地中埋設配管

   ポリ粉体鋼管

   （　　　　）

   ステンレス鋼管

   （　　　　）

   塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

   （　　　　）

   （　　　　）

   ポリ粉体鋼管

   塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

   （　　　　）

　計器類

2.2 量 水 器 　量水器の区分は下記による。

　　親メーター（   貸与品　　   　　買取り）

　　子メーター（   貸与品　　   　　買取り）

　量水器桝　　標準図による　　　水道事業者指定品　　　その他（図面に特記）

2.3 弁 類 　　　図示による　　　　　下記による

施 工 場 所圧 力弁 種 類

   管端防食ねじ込み形弁

   青銅弁

   ステンレス鋼弁

2.4 給 水 装 置 　給水装置の構造及び材質の基準に関する省令（平成22年2月17日厚生労働省令台18号）における

基準適合部品を用いること。

3.

3.1

機 材

配 管 材 料 等

用 途 配 管 種 別 継 手 種 別 施 工 場 所

   メカニカル形配管用

   鋳鉄管（　種管）

   排水用塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ

   鋼管

   排水用鉛管

   コーティング鋼管

   （白）

   配管用炭素鋼鋼管

   排水用塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ

   鋼管

   排水用鉛管

   配管用炭素鋼鋼管

   （白）

   硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

   遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

   排水用ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ

   塩化ﾋﾞﾆﾙ管

   ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化

   ﾋﾞﾆﾙ三層管

屋内汚水配管

一般用排水通気管

屋外排水管

屋内一般雑排水管

3.2 排 水 桝 　排水桝は下記による。

   標準図による（   ＣＶ形　   ＳＡ形　   ＳＢ形　   　　形）

   その他（図面に特記

3.3

排

水

設

備

4. 機 材

4.1 配 管 材 料 等 　　　図示による　　　　　下記による

用 途 継 手 種 別 施 工 場 所配 管 種 別

   ステンレス鋼管

   銅管一般配管

4.2 弁 類 　　　図示による　　　　　下記による

施 工 場 所圧 力弁 種 類

   青銅弁

   ステンレス鋼弁

4.3

5. 機 材

配 管 材 料 等5.1 　　　図示による　　　　　下記による

用 途 継 手 種 別 施 工 場 所配 管 種 別

一般配管

   配管用炭素鋼鋼管

   圧力配管用炭素鋼

   鋼管（Sch 40）

5.2

消

火

設

備

給

湯

設

備

6. 施 工

（ ）

　機器を固定する場合の設計用水平震度は下記による。

設置場所

タンク以外の機器

特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階

屋上及び塔屋

中間階

１階及び

地下階

設置場所 特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階

屋上及び塔屋

中間階

１階及び

地下階

タ ン ク

（ ）内の数値は防振支持の機器の場合を示す。重要機器は下記による。

Ⅷ．ガ ス 設 備 工 事

1. 一 般 事 項 　ガスの種別は、下記による。

　　   液化石油ガス　　　　   　    MJ / Nm3

2. 機 材

2.1

配 管 付 属 品

配 管 及 び 　

（公共改修仕様書

　第６編第2章）

　配管材料

　　　図示による　　　　　下記による

用 途 種 別 施 工 場 所

   配管用炭素鋼鋼管（白）

   ポリエチレン被覆鋼管

   ガス用ポリエチレン管

一般配管

地中埋設配管

　　　図示による　　　　　下記による

用 途 種 別 施 工 場 所

　継ぎ手

   ねじ込み式鍛鋳鉄製管継手

   配管用鋼製突合せ溶接式継手

   ねじ込み式鍛鋳鉄製管継手（外面樹脂被覆）

   ガス用ポリエチレン管継手

一般配管継手

地中埋設配管継手

2.2 ガ ス メ ー タ ー 　ガスメーターの区分は下記による。

　　親メーター（   貸与品　　   　　買取り）

　　子メーター（   貸与品　　   　　買取り）

2.3

3. 施 工

Ⅸ．医 療 ガ ス 設 備 工 事

Ⅹ．特 殊 ガ ス 等 設 備 工 事

　　   都市ガス（東京ガス）   　    MJ / Nm3

図面名称

図面番号

縮

尺

工事名称

N.S

独 立 行 政 法 人 国 立 青 少 年 教 育 振 興 機 構

係
　
長

担
　
当

機械設備工事特記仕様書（２）

特-02

設計者

Rev
設
計
者

令和４年 ５月

（株）アドバンコンサルタント

建築設備士第０７Ｆ２－７０１０Ｒ１号

井 　 上 　 　 誠

国立吉備青少年自然の家　オイルタンク等改修工事

   （黒）   配管用炭素鋼鋼管油 用 配 管    ネジ接合    機械室

   埋設配管   溶接接合   ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

課
　
長

主
　
任



クラフト棟

真
北

３８°

Ｘ基準線

受水槽

下の広場

プロパン庫

中の広場

上の広場

正
門

344.8337.8

337.8

339.8

334.8

326.8

323.3

327.8

325

330

335

345 340

340

330

325

ＢＭ（石柱天端＝345.0）

渡り廊下

（炊飯場倉庫）

連絡橋

（艇庫周辺便所棟）

（キャンプ場便所棟）

プレイホール

管理研修棟

生活関連棟

宿泊棟

延べ面積：3,192.05㎡

地下オイルタンク
15000Ｌ

縮

尺

工事名称

図面名称

図面番号

A1:1/500　A3:1/1000配置図（生活関連棟）

Ｍ-３

独 立 行 政 法 人 国 立 青 少 年 教 育 振 興 機 構

係
　
長

担
　
当

令和４年 ５月

国立吉備青少年自然の家　オイルタンク等改修工事 （株）アドバンコンサルタント

建築設備士第０７Ｆ２－７０１０Ｒ１号

井 　 上 　 　 誠

設計者

Rev
設
計
者

課
　
長

主
　
任



A3

駐車場

擬木手摺

砕石敷

砕石敷

ゴミ捨て場

給水タンク

リーダー室

ロッジ

リーダー室
M

g

S.13

342.69

g

341.68

As

340.12

S.12

HP150

337.21

338.22

337.68

S.11

336.65

VP150

335.19

334.81

335.21

334.31

As

336.09 As

336.81

333.98

333.82

337.97

339.59 As

340.21

339.11

340.11

341.74

As

342.45

342.46

g

342.87

M

g

343.07

ﾀｲﾙ

343.08

343.00

342.81

M

灯

343.12g

M

M
M

342.97

M

343.02

g

343.14

g

341.89

止

止

g

As

8,
00
0

4,000

x1

x2

y1

y2

4,
00
0

6,
50
0

10
,5
00

A1

A2

341.79

6,000

4,500

6,000

16,500

3

4

5

7

ロッジ　配置図　　　S=1:200

GL±0

－70

GL－1400

GL－1400

GL－1400

ロッジ

地下オイルタンク
3000Ｌ

縮

尺
A1:1/200　A3:1/400配置図（ロッジ）

独 立 行 政 法 人 国 立 青 少 年 教 育 振 興 機 構

係
　
長

担
　
当

令和４年 ５月

国立吉備青少年自然の家　オイルタンク等改修工事 （株）アドバンコンサルタント

建築設備士第０７Ｆ２－７０１０Ｒ１号

井 　 上 　 　 誠

設計者

Rev
設
計
者

工事名称

図面名称

図面番号 Ｍ-４

課
　
長

主
　
任



厨房事務室

倉庫３

ボイラー室

煙突

廊下

機械室

ス
ロ

ー
プ

7
,0

0
0

7,
0
00

7
,0

0
0

6,300 6,300 6,300 6,300 6,300

4,
30

0
2
,7

00

2,864 3,456

2,180 4,120

更衣室

休養室

押入

倉庫１

監視室

ＥＬＶＳＰ・Ｓ

階段室

（厨房）

便所

ホール

ＢＰ

ER

25
32

 O 
 OR 

OS

サービスタンク
（既設）

40

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装はつり復旧

20

既設管に接続

25

20

20

地下オイルタンク（１５ＫＬ）改修（別図参照）

GV20,FJ20,連成計

GV20

GV20×2、連成計×2
FJ20×2

GV25

ｵｲﾙｽﾄﾚｰﾅｰ25（複式）

※　油流量計、前後のバルブは撤去のみ

１

ＰＯ

１

ＰＯ

FJ25,FJ32

１

ＰＯ
※　太線で表示する配管、器具を撤去、新設する。

生活関連棟改修平面図 Ｓ＝１／５０

FJ32

新設配管　凡例

 O 

 OR 

送油管

返油管

通気管

埋設管：ポリエチレン被覆鋼管　機械室：ＳＧＰ（黒）

埋設管：ポリエチレン被覆鋼管　機械室：ＳＧＰ（黒）

埋設管：ポリエチレン被覆鋼管

生活関連棟　機器・配管更新工事　仕様・数量

適　用 数量 単位

オイルギアポンプ更新　（機器表参照） ３ 台

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管　40A　地中配管 11 ｍ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管　32A　地中配管 11 ｍ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管　25A　地中配管 11 ｍ

配管用炭素鋼鋼管（黒）　32A　機械室 ｍ

ｍ

２

配管用炭素鋼鋼管（黒）　25A　機械室 ５

配管用炭素鋼鋼管（黒）　20A　機械室 ８ ｍ

ゲート弁25A　ＪＩＳ10Ｋ １ 個

ゲート弁20A　ＪＩＳ10Ｋ ４ 個

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ32A×500L　SUS ２ 個

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ25A×300L　SUS １ 個

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ20A×300L　SUS ４ 個

ｵｲﾙｽﾄﾚｰﾅｰ25A　複式 １ 個

土工事 １ 式

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去、復旧 １ 式

塗装工事（配管錆止め） １ 式

撤去工事 １ 式

連成計 ３ 個

（以下の作業・資材を本工事とする）

縮

尺
A1:1/50　A3:1/100生活関連棟改修平面図（配管）

独 立 行 政 法 人 国 立 青 少 年 教 育 振 興 機 構

係
　
長

担
　
当

令和４年 ５月

国立吉備青少年自然の家　オイルタンク等改修工事 （株）アドバンコンサルタント

建築設備士第０７Ｆ２－７０１０Ｒ１号

井 　 上 　 　 誠

設計者

Rev
設
計
者

工事名称

図面名称

図面番号 Ｍ-５

課
　
長

主
　
任

記　号 名　　　称

オイルギヤポンプ φ15×12L/min×0.4kW×0.3MPa

仕　様 数　量

３

備　考

撤去、新設

機　器　表

オイルタンク施工中（１ヶ月程度）0.9～1.9KLの重油タンクを仮設（リース）すること。
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０
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０
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０

０
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０

０

Ａ

Ａ１

Ａ２
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２
０
０

６，０００ ４，５００ ６，０００ ６，０００６，０００

２ ３ ４ ５ ７ ８

２００

２００

ボイラー室

ＯＲ

 Ｏ

 Ｏ

Ｏ
Ｒ

 Ｏ

Ｏ
Ｒ

Ｏ
Ｒ

 Ｏ

２０

２５

３

ＰＯ

踏込

階段室

ホール

踏込

倉庫
湯沸室

洗濯室 女子便所 男子便所

洗面所

機械室

浴室（大）

浴室（小）
脱衣室（小）

脱衣室（大）

電気室

ＰＳ

Ｓ＝１／５０ロッジ　改修平面図

※　埋設表示は既設を流用する。

40

25

32

32

25

40

25

40

露出配管

埋設配管

40
25

25
40

２

ＰＯ

25

40

40
25

20 20

FJ20×2、GV20×2
連成計×2

FJ25

FJ40
GV25,ｵｲﾙｽﾄﾚｰﾅｰ25（複式）

40

GV25,ｵｲﾙｽﾄﾚｰﾅｰ25（複式）

FJ20×2、GV20×2

２

ＰＯ

３

ＰＯ

FJ40

FJ40

※　太線で表示する配管、器具を撤去、新設する。

露出配管

地下オイルタンク（３ＫＬ）改修
（別図参照）

ロッジ　機器・配管更新工事　仕様・数量

適　用 数量 単位

オイルギアポンプ更新　（機器表参照） ２ 台

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管　40A　地中配管 30 ｍ

29 ｍﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管　25A　地中配管

ｍ配管用炭素鋼鋼管（黒）　40A　機械室

ｍ

ｍ

４

配管用炭素鋼鋼管（黒）　25A　機械室 ４

配管用炭素鋼鋼管（黒）　20A　機械室 ５

ｍ

ゲート弁25A　ＪＩＳ10Ｋ ２ 個

ゲート弁20A　ＪＩＳ10Ｋ ４ 個

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ40A×500L　SUS ３ 個

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ25A×300L　SUS １ 個

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ20A×300L　SUS ４ 個

ｵｲﾙｽﾄﾚｰﾅｰ25A　複式 ２ 個

土工事 １ 式

塗装工事（配管錆止め） １ 式

撤去工事 １ 式

新設配管　凡例

 O 

 OR 

送油管

返油管

通気管

埋設管：ポリエチレン被覆鋼管
機械室、屋外架空：ＳＧＰ（黒）

屋外架空：ＳＧＰ（白）

埋設管：ポリエチレン被覆鋼管
機械室、屋外架空：ＳＧＰ（黒）

配管用炭素鋼鋼管（黒）　40A　屋外架空

配管用炭素鋼鋼管（黒）　25A　屋外架空

配管用炭素鋼鋼管（白）　32A　屋外架空

６

６

９

ｍ

ｍ

連成計 ２ 個

（以下の作業・資材を本工事とする）

縮

尺
A1:1/50　A3:1/100ロッジ改修平面図（配管）
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記　号 名　　　称

オイルギヤポンプ φ15×10L/min×0.4kW×0.25MPa

仕　様 数　量

２

備　考

撤去、新設

機　器　表

オイルギヤポンプ 40/32×21L/min×2.2kW×1.0MPa

２ 既存残置

オイルタンク施工中（１ヶ月程度）0.9～1.9KLの重油タンクを仮設（リース）すること。
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ＦＲＰ施工箇所（タンク内面）
施工厚さ2mm以上
（ハンドレイアップ工法）

地下オイルタンク改修　仕様・数量（以下の作業・資材を本工事とする。

適用 数量 単位

地下タンク清掃及び気密検査

タンク清掃

中和剤

タンク中和処理

タンク本体事前気密検査

ＦＲＰ施工

タンク非破壊検査（板厚測定）

タンク内腐食部補修

タンク内下地処理（第２種ケレン）

ＦＲＰシート

プライマー施工

ＦＲＰシート貼付け施工（膜厚2mm以上）

膜厚測定・ピンホール検査

消防及び全危協関連書類

ＧＬ

全国危険物安全協会申請費

消防変更申請及び打合せ代行

消防変更申請・完成申請手数料

図面作成

２ 基

２ 缶

２ 基

２ 基

２ 基

２ 基

39+13 ｍ2

２ 基

２ 基

１ 式

１ 式

１ 式

１ 式

改修オイルタンク　既設１５ＫＬ（生活関連棟）及び３ＫＬ（ロッジ）

ｍ2

ｍ2

39+13

39+13

2,700（ロッジ３ＫＬ）

1
,2

00
（

ロ
ッ

ジ
３

Ｋ
Ｌ

）

1,
20
0（

ロ
ッ
ジ
）

FRPシート

2mm以上

タンク鋼板

外面保護部

タンク内部

タンク外部 施工詳細

縮
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A1:1/30　A3:1/60地下オイルタンク改修図
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